
平成 23年度（第 26回）タカラ・ハーモニストファンド活動助成報告 

1 

 

琵琶湖・淀川水系、環境保全「川の清掃・流域一覧地図」の制作 
 

琵琶湖・淀川流域圏連携交流会 

代表幹事 鈴木康久                       大阪府 

 

 

１ はじめに 

 淀川水系は、三重・滋賀・京都・大阪・兵庫・奈良の２府４県にまたがり、その流域面

積は 8,240km2、基幹流路延長距離が 75.1km。その流域は淀川本流の琵琶湖・宇治川、西

からの桂川、東からの木津川、そして猪名川の５つの流域から構成されている。流域人口

は約 1,200万人と多く、日本を代表する水系のひとつである。 

この淀川水系において、住居周辺の河川の清掃を行っている市民活動団体は多いが、そ

の実態は行政においても把握されていないのが現状である。そこで、大阪、滋賀、京都を

中心にして多様な市民活動団体（ＮＰＯ法人）等で構成している当交流会が、河川の清掃

活動を行っている団体等に対してアンケート手法を用いて、河川の清掃活動の実態につい

て調査を行った。調査結果については、清掃活動を行っている 162 団体（214 ヶ所）のリ

ストと「川の清掃・流域一覧地図」を作成し、当交流会のホームページに掲載することで、

日頃から美しい川づくりに頑張っている方々の「見える化」を行った。  

併せて、各団体の連携を図る目的でフォーラム「誰のために河川を美しくするのか」を

開催すると共に、各団体が連携し清掃できる情報環境として当交流会のメーリングリスト

の充実を図った。  

 

２ 川を美しくする活動 アンケート調査 

（１）目的 

琵琶湖・淀川流域で「川の清掃、流域一覧地図」を作成し、美しい川づくりに頑張っ

ている方々の「見える化」を行い、川を美しくすることの大切さを伝える。 

 

（２）調査主体 

   琵琶湖・淀川流域圏連携交流会 

    ※調査協力団体：滋賀県、大津市、京都府、大阪府 

 

（３）調査期間（募集期間） 

   2011年 10月 15～2012年 2月 29日 
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（４）調査対象 

    琵琶湖・淀川水系（※ 他水系から回答、４団体有り） 

 

（５）調査方法 

   アンケート記入方式（アンケート様式参照：次ページ） 

 

  ①琵琶湖・淀川流域圏連携交流会 

    会員団体、会員へのアンケート配布（メール、ＤＭ） 

    当交流会幹事から関係者への直接配布    

    水関係のＭＬでのアンケート配布 

    京都新聞で情報募集記事を掲載 

   

②行政機関 

    関係行政機関の協力を得て、行政機関から関係団体へＤＭでの配布 

・滋賀県琵琶湖環境部琵琶湖政策課 

滋賀県各地方事務所環境課：平成 23年 11月配布 

・大津市環境部環境政策課：平成 23年 11月配布 

・京都府建設交通部河川課：平成 23年 12月配布 

・大阪府都市建設部河川室：平成 24年 2月配布 

 

【京都新聞】 
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【アンケート 調査票】 

 

川を美しくする活動  アンケート調査票 

本調査は、琵琶湖・淀川水系の川を大切されている方々の思いを数字で示すことで、より多く

の方に川を美しくする活動に参加いただきたいと願い行っております。貴団体（個人）で行わ

れている河川を美しくする活動について教えていただきますようお願いいたします。 

 なお、本調査結果は、新聞社に伝えるとともに、琵琶湖・淀川流域圏連携交流会のホーム

ページ他で公開いたします。 

 ※ 団体名（個人名）、内容等の記載を遠慮されたい方は、その旨を記載下さい。 

                         ※この活動は TaKaRa ハーモニストファンドのご支援をいただております 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体名

代表者

住所

連絡先

◆　貴団体が主催されている川を美しくする活動（清掃活動）について教えてください。

※　　約　　　ｍ

　　　　　　　　　　　　回　　　　（　　　　　　時間）
実施回数・時間

（記載例） （記載例）
毎日、週２回、月１回、年３回など。　１時間、３０分など。概ねでＯＫです

　①資金や資材の援助　　　　　　　　　　②より多くの参加者　　　　　　　　　　　　　③活動へのアドバイス
　④上下流の団体との連携　　　　　　　 ⑤活動のＰＲ　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥河川管理者との連携
　⑦自治会等地域との連繋　             ⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             　　           ）

　①身近な川を美しくしたい　　　　　　　②魚や蛍など多くの生き物が住める川にしたい　　③イベント企画の一つ（前よりも美しく）
　④子供達に対する環境教育　　　　 　⑤行政機関等からの依頼　　　　　　　　　  　　　　  ⑥前からしているから
  ⑦安心して利用できる川にしたい     ⑧その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　）

（記載例）
１３人（前回の人数）、５～８人、約１０人、約３０００人など。概ねでＯＫです。

　　　　　　　　　　　　人
１回当たりの参加人数

（記載例）

清掃の目的を教えてください。○印を記載ください。（複数回答可）

　　　河川名：　　　　　　　　　　　　　　　（市町村名：　　　　　　　　　）河川名（市町村名）

美しくする活動の実施区間
（記載例）

活動を継続するためには何が必要ですか。○印を記載ください。（複数回答可）

※　担当者　氏名：　　　　　　　　連絡先：　　　　　　　　　　　　　　（できましたら担当者の氏名・連絡先を記載ください。公開はいたしません）

　
（※　個人でされている方は、個人名を記載ください）

役職名： 氏名：

TEL： FAX：

（記載例）
○○自治会（○○町）内、○○橋から○○橋まで。○○建物の前など。
約３００ｍ

E-mail：
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（６） 調査結果 

【 回答数 】 

 滋賀県、京都府、大阪府の３府県の 162 団体（含む５個人）から 214 ヶ所で清掃を

行っているとの回答あった。中でも滋賀県が 69団体と最も多く、全体の 43％を占めて

いる。次が京都府の 50団体（含む５個人）、大阪府の 43団体であった。この団体から

の回答数は、３府県の流域面積に比例しており、各府県の行政機関からアンケート調

査票が配布された結果を反映していると考えられる 

 今回の調査では 162 団体等からの回答であったが、実際は回答数の数倍から数十倍

の団体が何らかの形で清掃を行っていると推測される。 

   

表１ アンケート回答数 

  滋賀県 （％） 京都府 （％） 大阪府 （％） 全体 

団体数 69 43% 50 31% 43 27% 162 団体等 

ヶ所数 98 46% 54 25% 62 29% 214 ヶ所 

流域面積 1,601,930 千㎡ 797,101 千㎡ 489,061 千㎡ 2,888,092 千㎡ 

    ※ 流域面積は、淀川流域に一部又は全部が含まれる市町村の課税対象土地面積を記載 

 

【 清掃区間延長 】 

 157団体等が清掃している全延長は 235kmにもなり、淀川水系の基幹流路延長距離

（75km）の約３倍に当たる延長を清掃していることが確認できた。 

各団体は、それぞれ地域の河川（淀川の支流）において約 1.5km の区間、１ヶ所当
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たり 1.2kmの清掃を行っている。その分布を見ると、１団体が 10ｋｍや 20ｋｍなどの

長い区間の清掃を行っているケースも見られたが、総じて 100～1500mまでが最も多く、

全体の 73％に当たる 140 団体がこの延長の区間を清掃している。このことから地域団

体が身近な河川を清掃していることが分かる。 

これらの清掃の努力の積み重ねの結果として、ほぼ大阪駅から愛知県の岡崎駅までの

区間（230ｋｍ）をボランティアが清掃していることとなる。 

 

表２ 河川の清掃区間延長 

 

表３ 清掃区間分布 

※１団体が２０ヶ所、２０kmの延長を実施しているが、各ヶ所の延長が不明なために有効回答数から除いて作成。 

 

【 参加人数 】 

河川を清掃する年間の延べ人数としては、159 団体が主催する活動に延べ 61,775 人

のボランティアが参加している。一見すると多いようにも思えるが、６万人は流域人口

1,200万人のわずか 0.5％と少ない。 

一方で、１団体当たりのボランティアの年間延べ参加人数は 388人と多く、清掃に積

極的に参加する方とそうでない方の差が大きいことが分かる。また、大阪府と京都府で

年間延べ人数に倍近くの開きがあるのは、大阪府の団体の清掃回数が多いためである。 

１回当たりの参加人数については、112人と 100人を超える人数となっているが、こ

れは滋賀県が 177 人と京都府・大阪府と比較して 100 人以上も多いためである。この

理由は、滋賀県では 2,000人以上が参加する清掃活動が２回、100人以上が参加する活

動については 25 回（36％）と、大きな清掃活動が多いことによる。京都府が大阪府よ

  滋賀県（％） 京都府（％） 大阪府（％） 全体 

延長(m) 101,008m（43%） 69,495m（30%） 65,010ｍ（28%） 235,513m 

１団体当り延長 1,597m 1,389m 1,625m 1,500m 

１ヶ所当り延長 1,052m 1,286m 1,101m 1,226m 

有効回答団体数 67 50 40 157団体等 

有効回答ヶ所数 96 54 59 209ヶ所 

管理延長

（ｍ） 
0～99 

100～

499 

500～

999 

1,000～

1,499 

1,500～

1,999 

2,000～

2,999 
3,000～ 合計 

清掃ヶ所数 5 50 52 38 17 15 13 190 

   （％） 3％ 26％ 27％ 20％ 9％ 8％ 7％  
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り 20人ほど多い理由は、1500人が参加する清掃活動が行われているためであり、この

ような特異なデータを除くと、大阪府の数値が示す 50 人程度が参加する清掃活動が一

般的と言えよう。 

 

表４ 清掃に関する年間延べ人数 

 

 

 

 

表５ １回当たりの参加人数 

 

【１団体当たり年間掃除回数】 

 １団体当たりの年間掃除回数は、１６回と１ヶ月に１回以上であった。各府県を比較す

ると滋賀県が３回に対して、京都府が２９回、大阪府が２４回と一桁違う数値となってい

る。これは、回答者の中で毎日行う団体等の数値が影響しているためである。  

 分布を見ると年１回の清掃が全体の 40％に当たる８６ヶ所、２回から５回を含めると全

体 72％が１年間に数回の実施となる。逆にほぼ毎日の実施が１１ヶ所で全体の 5％に当た

る。月に１回の実施は２７ヶ所で 13％であった。 

 

表６ 年間の掃除回数 

 

表７ 年間の掃除回数分布 

  滋賀県（％） 京都府（％） 大阪府（％） 全体 

延人数(人) 28,389（46%） 13,480（22%） 19,906（32%） 61,775人 

有効回答団体数 68 50 41 159団体等 

１団体当りの 

年間延人数 417人 216人 485人 388人 

  滋賀県 京都府 大阪府 全体 

参加数(人) １７７人 ７２人 ５６人 １１２人 

有効回答ヶ所数 68 54 41 163ヶ所 

  滋賀県 京都府 大阪府 全体 

年間回数 ３回 ２９回 ２４回 １６回 

有効回答ヶ所数 98 54 62 214ヶ所 
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年間回数 1 回 
２回～ 

５回 

６回～ 

１１回 
１２回 

１３回～

９９回 

１００回

～ 
計 

ヶ所数 86 68 12 27 10 11 214 

（％） 40% 32% 6% 13% 5% 5%   

 

（「桂川クリーン大作戦」：3,000人が数カ所に分かれて行う清掃活動：年１回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１回当たりの平均清掃時間】 

１回当たりの平均清掃時間は、約２時間の結果を得た。集合して挨拶、最後のお茶の時

間等を含めると２時間程度が一般的だと考えられる。各府県とも大きな違いはないが、大

阪府が１.７時間と少ないのは、30分間だけ行っているとの回答が８ヶ所であったためであ

る。逆に半日以上の時間を掛けて行っている事例も幾つか見られた。 

 

表８ １回当たりの平均清掃時間 

 

 

＜河川の清掃状況＞ 

（舟に乗って行う渓流での清掃：年１回）  （イベント後に行う都市河川の清掃：不定期） 

  滋賀県 京都府 大阪府 全体 

清掃時間 ２.４時間 ２.３時間 １.７時間 ２.２時間 

有効回答ヶ所数 60 50 40 150ヶ所 
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（社員が家族と一緒に清掃：年 1 回）    

（定期清掃：月１回） 

【河川を清掃する目的】 

 河川を清掃する目的で最も多かったのが、「川を美しくしたい」で 81％であった。次に多

いのが「生き物のため」で 51％と半数を占めている。３番目が「子どもの環境教育」であ

り、全体の 41％の団体が子どもと一緒に清掃活動を行っていることがわかる。これらの理

由から河川の清掃を主目的として実施していることが見えてくる。この事を顕著に示して

いるのが、「イベントのひとつの企画として行っている」は 15％しかなく、河川清掃を目的

に活動している実態が明らかとなった。一方で、「行政からの依頼で行っている」は 11％と

少なく、地域活動団体が自主的に取り組んでいる様子がわかる。特に京都府は、行政の依

頼が２団体だけと、滋賀県、大阪府と比較して少ないのが特徴である。その他の回答（22％）

での主な意見としては「地域の環境を守る」が最も多く、次のような意見も得られた。 

 （その他：自由記述） 

・ 地域の環境を守る（環境美化） 

・ 地区の景観財産として守っていきたい 

・ 堤防決壊を防ぐこと、並びに通行路確保 

・ 悪臭対策のために藻の除去 

・ フェンス越に投入されるゴミの撤去 

・ 自分の健康の為にやっている 

・ 特定外来生物であるアレチウリ、ブルーギル、ブラックバスの防除 

・ 子ども魚つかみ取り大会 

・ 大阪府アドプトリバー協定 

表９ 河川を清掃する目的 

  総計（％） 滋賀県 京都府 大阪府 

川を美しくしたい 131 81% 52 42 37 

生き物のため 82 51% 33 28 21 
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子どもの環境教育 66 41% 25 22 19 

安心して利用できる川 56 35% 15 22 19 

前からしている 40 25% 20 13 7 

イベント企画 25 15% 8 7 10 

行政からの依頼 18 11% 8 2 8 

その他 36 22% 16 13 7 

回答団体数 162   69 50 43 

【 活動の継続に必要な事 】 

  今後の活動に必要な事項としては、「より多くの参加者」（52％）、「資金・資材の援助」

（51％）、「自治会等地域との連携」（48％）の順番で回答があり、４番目が「河川管理者の

連携」（42％）であった。 

他の回答としては「上下流団体の連携」が 24％、「活動のＰＲ」が 23％と他団体の関係

性を重視するよりも、自分たちの活動の充実を求めていることが明らかとなった。そのた

めに必要となる「活動へのアドバイス」は 8％と低いことも特徴のひとつである。このよう

な傾向は、地縁型組織に多く見られ、府県における変化は見られなかった。その他の回答

は 8％と少なかったが、次のような意見が得られた。 

 （その他：自由記述） 

・ 河川管理者の規制の過度煩雑 

・ 投棄ごみ撲滅 

・ 自治会行事としての実施 

・ 楽しいイベントなどの実施 

・ 会員同士の交流、学習活動 

・ 人材及びリーダーの育成 

・ 後継者の選択 

 

 表 10 活動の継続に必要な事項 

  総計（％） 滋賀県 京都府 大阪府 

より多くの参加者 85 52% 33 27 25 

資金、資材の援助 83 51% 36 24 23 

自治会等地域との連携 78 48% 36 22 20 
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河川管理者との連携 68 42% 24 22 22 

上下流の団体との連携 39 24% 18 13 8 

活動のＰＲ 38 23% 13 14 11 

活動へのアドバイス 13 8% 4 6 3 

その他 13 8% 5 6 2 

回答団体数 162   69 50 43 

 

 

（７）「河川の清掃・流域一覧地図（マップ）」の作成 

 調査結果については、滋賀県、京都府、大阪府の 3 府県の河川地図上の河川に清掃して

いる団体番号を記載する一覧地図を作成した。 

その団体番号毎に、団体名、河川名、清掃の実施区間、人数、回数、時間について記載

した。ただし、非公開を希望された団体については記載していない。本報告書では、紙面

の関係から全ての団体を記載することができないため、一部を抜粋して掲載する。 

 このデータは、当交流会のホームページ http://www.bynet.jp/に掲載している 

 

（滋賀県） 

http://www.bynet.jp/
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（京都府） 
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（大阪府） 
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（８） 調査結果の活用 

① 当交流会のＨＰで調査結果を掲載 

   琵琶湖・淀川流域で河川清掃を行っている活動を紹介する「河川の清掃・流域一覧

地図（マップ）」を当交流会のＨＰ「川を美しくする活動」で掲載し、清掃活動の「見

える化」を行うことで、より多くの方に河川清掃の実態について知ってもらうことで、

河川を大切にする活動の普及を図る。 

   

 【 琵琶湖・淀川流域圏連携交流会のホームページ http://www.bynet.jp/ 】 

  「川を美しくする活動」に、（７）で記載した「河川の清掃・流域一覧地図（マップ）」

が掲載されている。 

 

② 報告書を作成し関係行政機関への配布 

   本資料を掲載した報告書を作成し、関係機関に配布する。 

③ ＢＹnetの活動の場で調査結果の紹介 

平成 24 年４月 28 日に開催した当交流会の総会で調査結果を紹介した他、毎年 7

月に開催されるＢＹ展や、12 月に開催される京都環境フェスティバルなどで、淀

川水系の清掃活動の実態について紹介する。  

④ メーリングリスト 

   河川団体が参加するMLでの情報交流の実施。現在、約１２０団体が参加。 

http://www.bynet.jp/
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⑤ フォーラム「誰のために河川を美しくするのか」を開催 

主 催 ： 琵琶湖・淀川流域圏連携交流会 

日 時 ： 平成２４年３月１０日(土) 13:30～16:30 

場 所 ： 淀川河川事務所 伏見出張所内 流域センター 

内 容 ：  

    開会挨拶・アンケート結果報告  

        野田晃弘氏（琵琶湖・淀川流域圏連携交流会 代表幹事） 

1部 パネルディスカッション「河川を美しくする意味と意義」 

       コーディネーター 橋本夏次氏（琵琶湖・淀川流域圏連携交流会 幹事） 

       パネラー 

        北田俊夫氏（NPO法人 びわこ豊穣の郷 理事長） 

        仁枝洋氏（琵琶湖・淀川流域圈連携交流会 幹事） 

        新里嘉孝氏（おおかわ水辺クラブ 代表）  

   ２部 ワークショップ「河川を美しくする活動の悩みを語る」 

       ファシリテーター 鈴木康久氏（琵琶湖・淀川流域圏連携交流会 代表幹事） 

※ ５～７名に分かれて、互いの楽しみや悩みを伝えあいます。 

   閉会挨拶  岡村悦治氏 （琵琶湖・淀川流域圏連携交流会 代表幹事） 

参加者：４０名 

（アンケート結果の報告）           （ワークショップ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（パネルディスカッション）         （事例報告） 
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３ まとめ 

琵琶湖・淀川流域で行われている清掃活動の実態についての「見える化」を行い、川

を美しくすることの大切さを伝えるために 2011年 10月～2012年 2月にアンケート調査

を実施した。その結果、滋賀県、京都府、大阪府の３府県の 162 団体（含む５個人）から

回答があり、214ヶ所での清掃の実態を知ることができた。 

団体等が清掃している全延長は 235km と、淀川水系の基幹流路延長距離（75km）の約

３倍に当たる延長を清掃しており、１ヶ所当たり 1.2km でのあった。その分布を見ると、

全体の 73％に当たる 140団体が 100～1500mまでの区間を清掃しており、地域団体が身近

な河川を清掃していることが明らかとなった。 

河川を清掃するボランティアの年間延べ人数は 61,775人と、多いようにも思えるが流域

人口 1,200万人のわずか 0.5％と少ない。一方で１団体当たりのボランティアの年間延べ参

加人数は 388 人と多く、清掃に積極的に参加する方とそうでない方の差が大きいことが分

かる。１回当たりの参加人数は 112 人であったが、これは千人規模の清掃イベントの影響

を受けており、大阪府の数値が示す 50人程度の参加が一般的といえる。１団体当たりの年

間掃除回数としては、全体 72％が１年間に１～５回の実施、１回当たりの平均清掃時間は、

約２時間であった。 

清掃の目的については、「川を美しくしたい」が 81％、次に多いのが「生き物のため」で

51％、３番目が「子どもの環境教育のため」であり、全体の 41％の団体が子どもと一緒に

清掃活動を行っている。逆に「イベントのひとつの企画」として行っているのは 15％と少

ない。これらの理由から各団体の多くが、河川清掃を主目的で実施していることが分かる。

今後の活動に必要な事項については、「よい多くの参加者」（52％）、「資金・資材の援助」

（51％）、「自治会等地域との連携」（48％）の順となっており、「活動のＰＲ」（23％）、「上

下流団体の連携」（24％）など他団体の関係性を重視するよりも、地域独自の活動としての

充実を求めていることが分かる。 

以上の結果から、河川清掃は年数回、無理のない範囲で地縁型組織を中心に実施されて

いることが明らかとなった。ボランティアで清掃を行う行為は、即時的効果よりも「ゴミ

のポイ捨てをやめよう」と思う意識的効果が重要とされている。地域美化を進める上でも、

身近な河川清掃は大切な地域住民活動といえる。 

今回は、162団体からのアンケート調査結果を基に実態を取りまとめたが、実際は回答数

の数倍から数十倍の団体が何らかの形で清掃を行っていると推測される。今後はより多く

の団体の実態を把握し、その結果を伝える中でより多くの方に河川への興味を持ってもら

い、一人でも多くの方が河川清掃に参加いただける環境づくりに努めて行きたい。 

最後に、これまでに実施されることがなかった河川清掃に関する調査が実施できたのは、

TaKaRa ハーモニストファンド様の御支援のおかげと感謝しております。この場を借りて

御礼申し上げます。 

 参考文献：『ＢＹＱ水環境レポート』（財）琵琶湖・淀川水質保全機構（平成 19年） 


